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こ
れ
も
、
矢
張






メ
リ
ケ
ン
幽
霊
だ
。
合
衆
国









の

桑

港










か
ら
、
国
の
中

央
を
横
切
っ
て
い
る
、
か
の
横
断
鉄
道
に
は
、
そ
の
時
、
随
分






不
思
議
な
談





も

あ
っ
た
が
、
何
分






ロ
ッ
キ
ー
山



の
山
奥
を
通
過
す
る
際
な
ど
は
、
そ
の
辺





何
百

里
と
い
う
も
の
、
全
く
人
里
離
れ
た
場
所
な
ど
も
あ
る
の
で
、
現
今






で
も
あ
ま

り
、
い
い
気
持
の
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
が
、
ま
だ
出
来
た
当
時
な
ど

は
、
そ
の
不
完
全
な
工
事
の
為

め
に
、
高
い
崖
の
上
に
通



っ
て
い
る
線
路
が
脱



れ
た
り
、
深
い
谿

谷

の
間
に
懸



っ
て
い
る
鉄
橋
が
落
ち
た
り
し
て
、
為

め
に
、

多
く
の
人
々
が
、
不
慮





の
災
難
に
、
非
命





の
死
を
遂

げ
た
事
が
、
往
々






に
あ
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
頃
に
、
其

処

を
後



か
ら
汽
車
で
通

過







す
る
と
、
そ
ん
な
山

の
中
で
、
人
家
の
無
い
所
に
、
わ
い
わ
い
い
っ
て
沢
山
の
人
々
が
集





っ
て
い
る

の
が
、
見
え
る
の
だ
。
機
関
手
は
再
三
再
四
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
、
そ
れ
に
注
意

を
与
え
る
が
、
彼
等
は
一
向






平
気
で
、
少
し
も
そ
こ
か
ら
去
ら
な
い
か
ら
、
仕

方
な
し
に
ま
た
汽
車
を
動
か
し
て
、
其

処

を
通
っ
て
行

く
と
、
最
早





彼
等
の
姿

は
、
決
し
て
人
の
眼
に
映
ら
な
い
が
、
何

処

か
ら
と
も
な
く
、
嫌
な
声
で
、
多

く
の
人
々
の
、
悲
鳴
す
る
よ
う
な
叫
喚





が
、
山
に
反
響
し
て
雑
然






と
如

何

に
も

物
凄
く
聞



え
て
く
る
の
で
、
乗
客
は
恐
ろ
し
さ
に
堪

え
ず
、
皆
そ
の
窓
を
閉
切





っ
て
、
震
え
な
が
ら
に
通
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
そ
の
当
時
は
、
よ
く
こ
ん
な

出
来
事
が
あ
っ
た
も
の
だ
と
、
私
は
或



米
国
人
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
文
豪
怪
談
傑
作
選
・
特
別
篇
　
百
物
語
怪
談
会
」
ち
く
ま
文
庫
、
筑

摩
書
房

　
　
　2007
（
平
成19

）
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日
第1

刷
発
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底
本
の
親
本
：
「
怪
談
会
」
柏
舎
書
楼

　
　
　1909

（
明
治42
）
年
発
行

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：noriko

saito

2008

年9

月24

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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